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1.表紙の写真1

案業公報社一一一一

横届1j1項にて九州路①

鹿児島湾に沈む吾乎･阿4カルデラがかくも多量の噴出物を伴わなか

ったらまたもし一面に広がるシラスを取除いたとしたら鹿児島県の

歴史も変ったものであづただろう人々の生活に締接につながってい

るこのシラスはとくに鹿児島湾東部に厚く分布している高隈山地

では谷などの与西部にまず溶絡凝灰岩がさらにその上に厚くシラス

が堆積したその谷は国春されて鋭いV字谷をなし稜線はシラスが

九昧を帯びて写真のごとき特有の地形がみられる遠州こ鹿屋飛行

場および国見山脈がみえる(石)

オリンパスWDズイコｰ35mm

Y-2糸オバンSSD-76

F3.5f11300分の1秒

月光V-3コレクトル�


